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編集後記

35 号『研究年報』が完成しました。今回は学生 2名の論文にくわえ、商学部所
属の西尾宇広先生がご投稿してくださいました。また、文化の越境をめぐる演劇
学の最新の研究を翻訳し、その監修と解説を平田栄一朗先生にお願いすることが
できました。編集委員をはじめ、査読会に参加してくれた独文科の仲間たち、論
文の執筆にあたり適切なアドヴァイスをくださった先生方、多くの方々のご協力
のおかげで充実した研究成果を発表できることを、心よりうれしく思います。会
員のみなさま、引き続き『研究年報』への積極的なご投稿およびご提案をお待ち
しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集長　岩㟢佑太）

本号で 35 年目を迎えた『研究年報』は、先輩方が築き上げてくださった慶應独
文の遺産にほかなりません。この遺産を編集委員はバケツリレーのようにただ引
き継げばいいというわけではなく、必要となれば積極的な変革も実行していく必
要があります。この強い意識のもと、『研究年報』を守り育てていく仕事に微力
ながら携わらせていただけたことを、心から誇りに思います。支えとなってくだ
さっている会員のみなさま、先生方、そして特に編集委員会の仲間たち――執筆
者や読者の方々の身になって考える想像力の大切さに改めて気付かせてくれた編
集委員長の岩㟢くん、いつも持ち前の聡明さで丁寧に業務をこなしてくれた庶務
の池中さん――に、最大級の感謝をささげます。　　　　　（会計　宮下みなみ）

今回、論文の執筆者であると同時に編集委員会の一員でもあるという立場で『研
究年報』にかかわらせていただき、研究者として大きな財産となる体験をさせて
いただきました。執筆者だけではなく、編集委員や会員の方々が多くの時間と熱
意を傾けることによってひとつの雑誌ができあがっているのだということを実感
し、『研究年報』発行にご尽力いただいたすべての方々に感謝いたします。また、
今回論文を投稿するにあたって、非常に丁寧かつ熱心なご指導を賜りました識名
先生、編集委員の岩㟢先輩、宮下先輩には、本当にお礼の言葉が見つかりません。
この場を借りて、深く感謝申し上げます。　　　　　　　　　（庶務　池中愛海）


